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Abstract  

The purpose ofthis study was to develop the teaching standards for the process oflearning  

throughselfprOblemsoIvlnglnphysicaltrainingclassoftheregularphysicaleducation．  

Theframeworkofteaching1earn1ngprOCeSSintheexperimentalclasswhichwasreferredtoK．  

W．Fisher〔1980〕consisted ofthree steps the first step was the process of establishing tasks，the  

SeCOndwasthesoIvlngOftasksestablished，andthe thirdwasthesolutionsandthe processofre  

eStablishingtasks．  

Thedataofthisstudyweretakenfromreportsineachteaching1earningstepsco11ectedfrom  

the studentsin physicaltraining class of the regular physicaleducationinThe University of  

′上、sukuba．   

The results were summarized as follows：   

ThekeypolntSOfteachingstrategywere；   

1．1etingthe】earnersrecognlZetheirownschemasattheprocessofestablishingtasks．  

2．1etingthelearnersperceivetheirownproblemsattheprocessofsolvlngtaSks．  

3．main1yindividualinstructionatthesolutionandre－eStablishingtasks．  

Final】y，itwasconsideredthatthehandholdfordevelopmentofteachingstandardswasobtained  

throughaboveresults．  
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九 技能，習慣，態度が設定され，授業担当  

者の意図により教授論的考察，情報論的考察  

からの授業研究がまとめられ「大子体育研究」  

第4号〔昭和57年3月〕とLて報告された。   

以上の研究経緯の過掛こおいて，論者ほ教  

授論的立場から授業研究を継続Lてきた。研  

究テーマは自」課題化学習－その解決法」  

である。スポツすることを身体運動そのも  

のを目的とする行為であるとの観点に立ち，  

そのような行為を学生自らが自己課題化し，  

自分で納得のいく解決を計る方途を見出すこ  

とiこそのねらいがおかれた。   

この研究過程で，前記第3，第4号では，  

正課体育「体操・トレーニング」授業での自  

己課題化一解決法との関係について，授業実  

践を通じて授業研究の結果を報告してきた。   

この授業研究では「学生のLearningbeha・  

viorが教育的situationの改良にi：って改善  

される」ことを仮説として設定し，自己課題  

化学習の教授＝学習過程の具体的な学習過程  

の枠組みについて検討された。学習過程の展  

開枠組みについては，フィシヤ（K．W．  

Fischer〕の間寒解決の一般的発展段階，1〉即  

ち，1，問題についての概念化の段階，2，  

解決の一般的方向の概念化庭那乱 3，解決に  

必要な構或要素の理解の段階，4，解決のし  

かたについての理解の段階の発展過程を導入  

して，モデル化し，教授方略を検討したうえ  

で授業過程を構成L授業実践がなされた。こ  

の学習過程において，学習者によるトレーニ  

ング学習で記述された記録をまとめ，分析す  

ることiこよって，学習者の意識および行動の  

変容過程についての研究を報告Lた。2）  

（2）研究の方向   

今回の研究ほ これまでの研究に基づくも  

のである。これまでの研究主題ほ，その研究  

のねらい，内容についての位置づけを明確化  

するためiこ「自L課題化解決法．として研  

究報告がなされてきたが，この学習過程の概  

念，つまり，学習法が自己の問題を認識し，   

1，はじめに  

（1）研究の経緯   

筑波大学体育センターでは，大学正課体育  

の今後の在り方や，その内容・方法を改善す  

るた鋸こ「正課体育のカリキュラム編成体制  

とその具体的教育方法の改善に関する研究」  
に昭和52年度より着手し模索されその研究  

の成果ほ「大学体育研究」第1号〔昭和54年  

3月）として報告された。ここでは，学生の  

体育・スポーツの実態を把握し，その上にたっ  

て，これらの資料を実技指導にいかに生かす  

かにねらいがおかれた。   

昭和54年度ほ，このプロジェクト研究を，  

第Ⅰ部，第Il吾l‖こ分けられ，第Ⅰ部は，身体  

的データ・システム，精神的データ・システ  

ム，筑波大学スポーツ施設の実態とその活用  

とその活用に関する研究。第1Ⅰ部は，正課体  

育の授業研究と授業分析の研究が行われ「大  
学体育研究」第2号（昭和55年3月）として  

報告された。   

第2号第ⅠⅠ部における正課体育の授業研究  

に関してほ，よい授業とは何か，授業目標や  

題材，研究手法や授業観察の分析視角など検  

討を経て，体育授業場面の解析と授業を構成  

する要素，体育授業場面での不安情況の解析，  

授業分析と研究手法の開発についての研究が  
報告された。   

昭和55年度においては，正課体育の具体的  

改善の研究に向けられ，授業研究のための支  

援情報システムの開発研究がまとめられた，  

授業研究では，スポーツ文化を自己課題化さ  

せる教授デザインの模索と，これに基づく授  

業研究がいくつかの種目について事例研究と  

してまとめられ「大学体育研究」第3号（昭  

和56年3月〕とLて報告された。   

授業研究は，「止課体育における自己課題化  

解決法」の教授デザインに基づいて自己課  

題をもたせるための教育的ストラテテジ【の  

具体的な授業研究として報告された。   

昭和56年度においては，授業仮説として体  



そわを身休運動として課題化L，その解決法  

をつくりだしていく学習過程ほ，論者の解釈  

では授業研究一般の授業形態との比較から判  

断Lて，自己課題化学習は課題解決学習，主  

体的学習等の授業形態の利点をとり入れられ  
た学習過程ヒ促え，端的な標記として「課題  

化学吉」とすることとした。）   

今回の研究は，この課題化学習のこれまで  

の研究に基づいて，課題化学習過程の発展過  

程を整畔し，発展過程のモデルの枠組を提示  

し，特に解決の発展段階と教授方略との関係  

についての研究，および体操・トレーニング  

授業での課題化学習過程iこおける授業の規範  

化をはかるための予備的作業としての検討で  

ある。   

今後の方向は研究対象としての特定のクラ  
スの授業規範の確立をふまえて．他のクラス  

の授業においても学習過程として機能するこ  
とのできる一般規範の研究が志向される。  

2，本研究の目的   

本研究では，これまでの研究の成果を総括  

して，体操・トレーニング授業の課題化学習  

の発展過程モデルの枠組を提示し，この枠組  

における解決の発展段階と教授方略との関係  
について教持論的考察を行うこと，さらに授  

業規範を明らかにするための予備的考察をす  
ることをわらしとLている。  

3，研究の方法   

先そ」研究に基づく教授論的考察   

4，解決の発展段階モデルと教授方略との関  

係 
本研究の課題化学習の発展過程の教育方法  

モデルの枠組〔素：は，現段階においては仮  

説設定のための子備的段階であり，さらに今  

度の研究にまたなければならない。   

ニこでは，特に暦決の発展段階，および教  

授方略に関連Lて、その解決法の策定である。   

課題化学習における教授方略における基本   

的な考え方は．学習者が自己の問題とLて学   

習に参加する状況をつくりだすことに，その   

ねらいがおかれている。言いかえれは，自己   

学習能力をつけることのできる授業の構造化   
が意図される必要がある。  

自己学習能プノを高めるための教授活動ほど  
ういう取り組みが求められるのか，今後の重   

要な研究課題であるが，教授方略の辛がかり  

として．次の4項目の要件3）をふまえて教授   

方略を構成することとした。   

（訂学習の楽Lさをあじわうこと。   

② 自分のもっている既有のスキーマを使っ  
て新しい事象に対する予測を組み立てるこ  

と。   

③ また，その予測をめぐって他者とやりと  

りすること。   

④ さらに，その後に情報を収集することた  

よって，自らの予測だけでなく，それを導  

いた既有のスキ‥一マを修止三すること。  

このことはフィ ッシャー〔K．1V Fisher〕   

が示している解決しり発展享受隅ジ〕枠綿に適合す  
るものとして促えることができる。  

この教育方法モデルで提示した表（モデル   

枠組）の点線枠で示した部分は，現時点での   

授業研究をふまえた授業規範の試みとして提   
示した内容である。  

課題化学習過程は，解決の発展段階，教授   

方略，学習内容，学習者の相互作用における   

発展段階としてまとめられた。  

発醍の段階は，①課題化過程，②解決への   

過程，③解決と再課題化の過程の連続される   

発展過程に分けられる。この3段階の過程ほ，  

さらに解決の発展段階として，課題化と解決  

のパースベタティプとしての4段階を設定す  

ることによって学習過程が構成された。  

教授方略は，発展の段階に即し，学習者の   

意乱 行動変容を学習者の記述に基づいて観   

察，分析することによってパⅦスベタティブ   

が立てられた。  

義〔AcDc〕では，学習者の変容過程状況4）  
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（事例）について提示した。これによって発  

展段階にともなった教授方略と関連し，学習  

者の変容，推移状況の一般的傾向を捉えらえ  

ることができる。  

（1）課題化過程と教授方略   

この学習過程では，学習者が体操・トレ→  

ニンダを学習するにあたって，自己の身体的，  

精神的情況に照らして，自己の問題とトレー  

ニングすることの意味などの認識および学習  
のイメージづくりなどについて動機づけとし  

て設定される。（蓑A，Aa，Ab，Ac〕   

この段階での教授＝学習過程における教授  

方略の基本的な観点は「問題解決の1般的性  

質が問題解決の初期に形づくられる。より特  

課題化学習の発展過程モデルの枠組  
一正諜体育・体操・トレーニング授業モデルー  

学習者の変容過程（事例）  

Ac   

問題をあまり理j  
解しない段階‡  

スキrマに基づくR  

已の状況認識（自己  
70ロフィール）  

自己の問題整理  
学習課題の設定  
トレーニングのイズ  

キご三ヨニニ  
n己の問題や解  
伏すぺき問適■こ  
ついておはろけ  
なから概念化さj  

れる   

自己課程に向ってい  
るように見える  
問題の発見（目標と  

のスレり感知）  

解決の発展段階  教授方略（事例）  

Aa  

‘、デ：習 内 寄  

Ab   

自己の精神的身㌧  二  
体的データ分析   

トレーニングび〕イ  
メジ化  
トレニングデザイン  
トレーニング・7、ログ  

ラムの作成  
トレニングの実施  

問題について一一・－「－動機づけ  一
課
題
化
過
程
 
 

概念化される  
段階  スキーマの認識  

問題解決場面の操作  
解決しなけれはなら  
ない問題のf電解  

達成Lなけれはなら  
ないH標の認識  
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全通運動量の体験的  
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問題解決の方法   Ⅱ
解
決
過
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十 構成要素が理こ  
解される段階  
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題の再設定   

・トレーニノダ「ノ寸再び〕   
見直L  

・解i来店の検討  

t強 化   

Db  
スチルメト  
（Stajemale）十  
の総合的工人と  
克服  

とり組みは遅く   一 きてちないが讃  
題も遂iテしてい  
る   

・効力感，無力感の意   

識変化  
・課題化と醍決方法の  

Dc酉組長  

十トレニングの定着  

・トレーニング方法の   
応用・」二丈への変化   

皿
解
決
と
再
課
題
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過
程
 
 

解決の個別的な構成  
費素が分けられる  
効力感の方策  
スチルメートの検討  
Pヂt  

課題化と解決の  
ための構成要素  
が統合される  「
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殊な性質は，あとになって一般的性質から発  

展してくる」5）とする認識に基づくものであ  

る。したがって教授方略の最も妄要な観点は  

動機づけの段階である。   

特に課題化学習過程でほ，単に学習のマこ  

7ルの提示，技術的動機づけなどの教授活動  

としての操作指導の概念でほ不適切である。   

この段階でほ，第一にスキ【マに基づく自  

己喜忍識を導く教掛言動が主要な問題となる。   

研究に基づけば，学生が体育授業でのマイ  

ナス体験をもつ場合でほ主体的学習えのとり  

組みを阻害する要因6）となっていることから  

して，スキーマの組みかえがなされる教授方  

略が準備されなければならない。   

第二に，学習する内容に関するイメージ化  

である。この学習過程ほ，身体的デ【タに基  

づく自己のプロフィールの作成と，興味・関  

心をも含めたトレ【ニング巨標の設定と学習  

のイメージをトレーニング・プログラムとし  

て具体化させる過程7）である。こ表Ab〕   

この段階での学習ほ，オリェソテー∵ショソ  

を含めて2－3時限の学習過程で試行錯誤的  

なトレニング活動の過程で初期のプログラ  

ムが具体化される。即ち課題化される過程で  

ある。  

J2）解決への過程と教授方略   

自己のトレニング・イメ【ジの段階で，  

課題化され，それに基づく解決のための学習  

過程が設定される。   

この段階は解決のための一般的方向が概念  

的iことらえられる段階であり．一般的7ウト  

ライノの把撞が学習の中心となる。   

この段階での具体的な学割ま，第一に，ト  

レーニングの運動特性を体感的に把握するこ  

とである。窮二に，トレーニング巨標とのズ  

レの感知にともなうプログラムの手直しと，  

解決方法の学習である。〔蓑B）   

この学習過程における問題（課題）解決の  

基本的な解決過程は，次の5つの分析S）の視  

点が示唆される。  

、 5   

①，問題を感じること，②，問題を明らか  

にすること，③，資料を収集すること，①，  

仮説をたてること，⑤，仮説を評価し，検討  

すること。である。   

また，塩田9）によれば「問題を解決するよう  

に動機づけられた生活体ほ，障害や困難に出  

あうと，いろいろな，L／かも余分な反応を試  

みるが，やがて多くの反応の中の→つが，そ  

の困難を解決し，臼標に到達することを見い  

出す」とL，その後，それと類似した場面に  

再び山あったときは，「不適切な反応をくり返  

すことが前より少なくなる」ことを指摘して  
いる。   

教授方策としては，解決力法な特定せず，  

解決法の選択肢を数多く用意するか，選択肢  

の組合せを思考させるかなどによって，個々  

の学習者の自由選択の機会を与えることが教  
授方略として有効であった。〔表Ba）   

特にトレーニング資料〔参考資料，スライ  

ド．0・H・Petc〕の提示，また，個別指導  

などに教授活動が向けられる。   

学習者は，自己の問題状況にそくして解決  

のアウトラインが明確にされる。   

解決への過程段階でほ，自己の問題として  

課題化された問題について，その解決のため  

の学習展開が，認識のレベルから具体的な行  

動化の段階に向けられ，主体的な学習の場面  

設定として位置づけられる重要な過程であ  

る。   

この意味において，問題解決と情報との関  

係は教授活動の主要な課題であるといえる。   

問題解決のための情報，ヒント，援助をで  

きるだけ多く提示・示範することの効果につ  
いて，次のことがらが明らかにされている。10）  

① 問題解決に先だって与える情報，知識の  

量が多いほど，一般的には解決が促進される。  

② 知識を与えることや「よく考えるように」  
という指示を与えることは，解決の際，表面  

に現れる行動を減少させる。  

③ 途中で質問L，分析的感度せとらせる方   



が，それをしない場合よりも言語的表現と解  

決を促進する。  

④ しかし，知識を与えることほ，解決時間  

を減少させないこともある。   

このことからして，情報，ヒントの役割は  

この段階では積極的意味をもつと考える。   

しかしながら，情報は与えれは問題が解決  

すると結論することほ教授方略としては問題  
とされなければならない。   

課題化学習の過程は，問題解決の手段，方  

法をより深化させる学習過程として検討され  
るものである。したがって，課題化学習過程  

では，解決していく過程での経験が教授活動  

の主要な方略となる。具体的には，情報の集  

め方，仮説の立て方，検証のしかたなどをパ  

ターン化し，問題解決の仕九 態度などの学  

びとりカの教授活動が検討される。  

（3）解決と再課造化の過程   

解決に必要な構成要素が概念化され 理解  
されていく段階である。この段階での解決の  

特徴ほ，問題の発見 生起に基づく新たな課  

題設定と，それに対応する解決法の再編成で  

ある。〔蓑C）   

心拍数の測定値を基準として，問題意識状  

況を記述Lたものについて概括すると，3つ  

の問題に集約することができる。11〉  

① トレーニング目標と現実との距離感にか  
かわる意識の問題  
② 技術にかかわる問題  

③ 効力感，無力感にかかわる問題（衰Cc〕   

この状況さま，課題化学習過程において顕著  

に現れた事象である。   

この状況ほスチルメ－ト〔Stalemate）の状  

態と言うことができる。この学習の様態ほ時  

間的経過が長く，教授方略のステルメートと  

も言える学習過程で， 解決の方策ほ教授活動  

において最も腐心し，工夫される段階である。  

（蓑Db〕   

こうした問題解決の教授方略の手がかりと  
して，1つは塩田12）は，ゲッツェルス（Getze－  

ls，J．Ⅵ「．1964）の研究をふまえ，問題場面で  

既知のものはなんであり，未知のものはなん  

であるかという観点から，解決のための手が  

かりとLて一般的な分類を試みている。  

① 問題が提示されたり，感ぜられたりする，  

その解決法は，問題解決老P〔学習者）にもT  

〔教師〕にも既知のものであり，有限の段階  

で解決されうる問題。② その解決法は，T  

には既知であるがPには未知である問題。③  

その解決法がPにもTにもわからない問題。  

⑨ 問題そのものは存在し，Tには既知のも  

のであるが，Pには発見されないままになっ  

ている問題。⑤PにもTにも問題そのもの  

が発見されないままになっている問題。⑥  

PにもTにも問題そのものが発見されない  

ままになっており，いったん問題が発見され  

ると，TにもPにもその解決法な既知である  

問題。⑦ いったん問題が発見されると，そ  

の解決法ほ，Tには既知であるがPには未知  

である問題。gたとえ，問題が明確になっ  

たときでも，その解決がTにもPにも未知で  

ある問題などである。   

知的学習領域としての教師と学習に生起さ  

れた問題解決法としての手がかりとされてい  

る分類であるが，解決法のための整理方法と  

Lての活用ほ可能である。   

第2に，フィートミック方式による解決で  

ある。（手 トレ【ニソダブログラムの修正  

② 目標の変更 ③ フイ「ドバックなどの  

解決法が検討される〔蓑Ca〕。   

この発展段階でほ，ステルメート現象とあ  

わせて効力感を体感させることにも比重がか  

けられる段階である。言いかえれば，トレー  

ニング効果が自覚されることである。端的に  

は，運動能力測偏による成績の向L 日常生  

活におけるプラス変化，トレーニングするこ  

とえの意識の変容などがあげられる。   

効力感をもたせるための教授方略は，逆の  

発想からすれは無力感を生まない指導と言う  

こともできる。  
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効力感を体験させ，新しい課題へ向ぁせる  

ための必要な要件13〉としては次の教授方略が  

検討される。（表Ca〕  

① 自分の努力や行動に依存して事態が変る  

という体験一努力帰因のしやすい評価方式。  

② 自分の能力を最大限に使うことの意義や  

楽しさを体験させる－努力しがいがある課題  

の提示。  

g行動が自分の意志によってほじめられた  

ものでなくてはならない一自分の意志による  

選択。  
荘教師が成績の評価を行うことが少ないか  

たちで自己選択をさせる一非評価的霧匪気で  

の自己選択。  

⑤仲間からの応答性ほ物理的環境からのそ  

れ以上に重要な効力感の源泉になる仲間同  

士の教え合い。  

亙仲間同士のやりとりを活発にさせる第二  

の方法は，集団の競争を利用する集団の競  

争。   
ステルメートの効力感の問題ほ，学習者の  

学習状況がどのように変容するかにかかわる  

問題である。強化に向うか，フィード／ミック  

されるか，無力感を形成するかにかかる問題  

であり，その変容は顕著に個別化される。   

この段階での課題化過程は，自己の課題化  

と解決のための構成要素が統合される段階  

で，自己の学習の成果をふまえて，既有のス  
キーマの阻みかえがなされることが明確とな  

れば課題化学習過程ほ成立したと言える。   

この状態は，自己のトレーニングを定着さ  

せ，新たな課題意識と行動化が予測される。   

し表De）   

5，授業規範化への予備的作業   

この授業研究は事例研究として終るのでほ  

なく，さらに課題化学習過程の授業規範を確  

立するための研究に向けられる。   

本論でほ，体操・トレーニング授業での学  

習者の主体的な学習過程としての課題化学習  

一 7  

の底にあると思われる一般的な授業規範を概  

念的にとりだすこと，あるいは典型として表  

現することである。   

さらに，この授業規範を学習者，教材，教  

師等の授業諸変数のさまぎまな組み合せを起  

因として関数的な多様さをもっている現実の  

授業のもつ多様性にそくするように，授業の  

規範を具体化し，手がかりとすることによっ  

て授業の最適化をはかることが必要である。   

したがって，この研究における授業の規範  

化は，体操・トレーニング授業の諸変数や多  

様性に対応しうるような機能的概念としての  

授業規範である。   

一般的に授業規範という場合は，動機づけ  

のしかた，発問のしかたや練習のさせかたな  

どの部分的な授業規範をさすものと，これら  

の部分的な規範を総合した授業規範とに分け  

ることができるであろう。本研究は，後者の  

総合的授業規範化の検討である。   

この一般規範化の研究方法に関して，広岡  

は「教育運動的な授業方式論今の方途によっ  

てでほなく，科学的に基礎研究の方途におい  

て授業の一般規範をとりだすことが今後の授  

業研究の重要な課題である」14）としている。   

しかしながら，授業規範を科学的にとりだ  

す研究は，現状においてほその研究方法の開  

発ほ明らかにされておらず，研究手法は，模  

索の段階である。したがって授業規範をとり  

出す研究は，授業分析を数多く行うことに  

ょって共通する問題をとり出す研究が不可欠  

の条件であると考える。   

授業の一般規範をとりだすためには，少く   

とも次の三段の手続きが必要である。  

1，教育視点の設定（教育価値の設定）→2，  

事実調査を通じて授業規範の仮説をとりだす  

→3，実験・実証による授業規範の確立。Ⅰ5）   

この三段階の研究方法をとるとすれば，第   

2，第3段は科学的に実証することは可能で   

あると考えられる。第1段に関しては科学的  

に実証することでほなく，むしろ教師の価値   



選択，授業観などに基づく教育視点にかかわ  

る思想的行為であると言える。   

前述の∵般規範化の二段の研究枠組を参考  

iこして，体操・トレーニング授業に関しては  

次の4段階の研究方法の枠組．で授業規範が検  

討される。   

1，教育視点の設定 2，授業仮説，学習  

過程の設定 3，実験・実証による授業規範  

の仮説設定 4，実験・実証による授業規範  

の確立である。   

この研究枠組みに基づいて，本研究では第  

1段から第3段まで，若干の研究経緯を得る  

ことができた。各段階での研究の経過ほ次の  

通りである。   

第1段階の教育視点の設定に関してほ，既  

に「大学体育研究」第2号16）において報告され  

た。   

この報告でほ，これまでの体育授業をみつ  

め直すとき，その教授内容が単に文化の側だ  

けから設定されるのでなく，個人の側からも  

要請さ九るものでなけれほならないという視  

点に立って，制度である体育が学習者を抑圧  

する問題について，特iこ体育授業場面での不  

安情況の解析17）などの研究を通Lて．学習主  

体の側からの授業のあり方を教育的視点とし  

て授業過程の研究に着手した。   

第2段階の授業仮説の説定に関Lては，学  

習者が自己の問題として学習が志向されるた  

めの学習過程について検討され，その結果，  

「自己課題化、解決法との関係」の教授一字  

習過程によって学習者の1earning behavior  

が改善されることの仮説を設定した。   

この教授＝学習過程の発展段階の構造化に  

あたってほフィシヤー（Kurt．W，Fischer〕  

の問題解決の】般的発展段階18）をモデル化  

し，波多野の「自己学習能力を育てる」19）ため  

の要件を参考として構成された。   

第3段階の実験・実証による授業規範の分  

析に関してほ，自己課題化過程の発展段階に  

即して，教授方略と学習内容を設定し，その  

学習過程において学習者のトレーニング言己  

録，および意識についての記述を求め，それ  

らの記録を分析すること，教師の演繹的観察  

などによって検証する方法がとられた。20）   

この結果，自己課題化過程における授業規  

範は，その典型として表現し得る授業規範ま  

でには至らなかったが，概括的には授業が成  

立したことをもって評価できるものと判断さ  

れた。   

これに基づいて「大学体育研究」第4号で  

は，学習過程の発展段階について再に検討し  

学習過程における学習者の変数に視点をお  

き，学習の行動変容と，推移因についての記  

述を分析し，学習への取りくみの変容過程に  

ついてまとめられた。   

この継続研究を手がかりとLて，本論では，  

別表の「課題化学習の発展過程モデルの枠組」  

についてさらに実証的研究を経て授業規範化  

が検討される。  

6 まとめと今後の課題   
本論でほ，課題化学習過程の研究過程で得  

られた成果をふまえた課題化学習過程の発展  

過程の枠絶モデルをもとJこ，授業展開の過程，  

特に解決の発展段階と教授方略との関係己こつ  

いて検討を加えた。東研究では．学習の発展  

過程の構造化を学習心理学的からの知見を参  

考として授業過程の枠組みが構成され 仮説  

実験的授業研究で得られた若干の実証的デー  

タに基づいて，課題化学習過程での教授方略  

としての，課題の与え九 解決の方法等に関  

して，基本的な条件，要件の検討を試みた。   

本研究で得られた結果の概要ほ次の通りで  

ある。   

課題化学雷過程に基づく授業展開において  

は，学生が自己課題を設定し，解決に向う学  

習状況が発展段階と教授方略との関係，特に  

解決の手だてが用いられた場面での学習者の  

行動変容が明らかにされた。   

解決の発展段階の過程では，特に愚僧づけ   
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の段階で，学習者のスキーマの認識とそれに  

基づいたトレーニング・イメージを形成させ，  

具体的なトレ㌦ニソグ・プログラムの作成に  

向うことができた。   

解決過程では，トレーニング特性の体感的  

把捉に基づく，問題の感知，問題の発見など  

による解決の方法の学習，解決と再課題化過  

程においては，特iこスチルメートの問題解決，  

効力感を体駁させる手だてなどが教授方略と  
して重要であることなどをあげることができ  

る。   

これらの研究経緯に基づいて授業規範とし  

て明らかにできる内容ほ，学習過程でのいく  

つかの段階で可能であることの見通しをもつ  
ことができた。   

本研究における反省的問題は，トレーニン  

グ授業の特性からみて，具体的なトレーニン  

グの成果の検証が不十分であることである。   

今後の課題は，教材変数，学習者変数との  

関係，さらに授業関数の視点からの研究が課  

題である。これらの研究をふまえたうえで，  

課題化学習の授業規範化をはかり，さらに一  

般規範化に向けられた研究である。  
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